
原子炉水位低信号発生メカニズム
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作業開始前の弁開閉状態②

継手部からの微小漏えいを増締め
により補修した。
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加圧時の弁開閉状態③
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継手部の増締め後の漏えい確認と
して，耐圧試験を実施した。
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復旧時の弁開閉状態④
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復旧操作時には，最
初にこの弁を開とし，
残圧を逃がす必要
があった。
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加圧時の残圧がある状態

（復旧操作時）
⑤
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変動側計測ラインの

計器弁を開とした。

この弁を手順書
上で操作する弁
だと思い込んで
開操作した。
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加圧時の残圧がある状態
（復旧操作時）⑥
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残圧が残った状態で
基準側計測ラインの
計器弁を開としたた
め原子炉水位発信
器に圧力がかかり，
水位低信号が発信さ
れた。

原子炉水位発信器Cの水
位低信号発信中にA系も
同様の操作を行ったため，
２系統の信号発信により
炉心スプレイポンプ動作。
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